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落合 泰提出論文内容要旨
 関節形成術では造形した新関節が一方にむいて充分な可動性をもち,他方常に安定した運動負
 荷面を維持しつ』,しかも安定した関節機構を満足させることによって始めて優九た効果を期待
 し得る。しかしながら従来行衆わカてきた方法は運動負荷面の形成を本来不完全最ものでしか賢
 い関節軟骨の再生に依存し,かつ不充分か新生骨梁構築による支持力に期待していたために関節
 機構の不安定性と二次的変形奮必然的に伴い,いずれは破綻するよう運命づけられていたと考え
 られる。したがって関節形成術の新しい発展は運動負荷面の形双倉単純か生物量的反応による鯛
 節軟骨の縛生に依存しない別の方法,すなわち再建された新関節端に関節軟骨に㍍る人工素1尋'を
 結合させこれを新しい運動負荷面として機能させる一方、これに構築的な強度と安定性を付与す
 る以外に多くを期待し得ないものと想定された。
も
 私は飯野教授がか』る企図のもとに考案された固定人工骨頭帽を用い,これを装着させた場
 台の関節構成体の種々の変化を動物実験的に追求すると同時に,昭和ろ0年以降現在までに実際
 臨床的に応用したこれら股関節形放術症例17例の収績を調査し,合わせて人工骨頭帽固症化の
 関節機構上にもたらす意義最らびに本手多肪'式の臨床的有用性とそ'の欠陥について全般的検討を
 試みた。
 碍られ,た1結果の大要は次の如くである。
 1)骨頭帽が大腿骨骨頭に確実に固定されていれい状態に牡いては,両者の間に起こる可動
 性がしばしぱ次第に合目的的機械的刺戟の限度乞こえ,骨頭を消耗吸収してゆき,関節機構は破綻
 するにいたる。骨頭帽の骨頭に対する可動性がある制限された範閉に維持されると,こ礼と均衡
 する運動負荷面として骨頭表面に軟骨層が形成される傾向が窺われたが,実験的には例外的現象
 であり,固定化した骨頭帽の弛緩する過程に不完全吹溜で観察されたにすぎない。
 2)大腿骨骨頭矧纒実に固定化を維持する骨頭帽は,股臼からの荷重を均等かっ生理的に骨
 頭へ伝達し,関節軟骨に代る新しい人工的運動負荷面として機能し纏るものであって,か』る機
 構を保'持する股関節の機能は臨床的にきわめて優れていることが立証ざれた0
 5)人工将顧慮の固定化機構の破綻は母頭の造形操作に基づく骨頭の栄養障害によるのでは・
 なく,'胃頭階と頭骨と錫薩合性が青頭帽を介して骨頭へ伝達する荷重応力に不均等化をもたらし,骨
 を消耗させる結果として発現する。この現象は骨頭帽の支持固定面が主として大腿骨骨頭頸部の
 みに依存されているという機構上の必然性から,一旦起こるとより大きな荷重応力の集中を招く
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 ため急速に進展し,臨床的には関節支持性の著しい低下を招来する。したがって固定人工骨頭帽
 関節形成術に卦むる骨頭帽の固窟化機構は強大准荷重応力に対してより安定した固定化方式,す
 血わち骨頭姻を介して大腿骨に伝達させる荷重を支持固定面の縮小をきたす恐れのない広い骨面
 たとえば骨幹部骨面に分散させる方式をとる必要性があると推定された。
 4)骨頭帽の固定化が確立された場合に再建された股関節の機能は骨頭帽と股臼との適合の'
 如何に規定される。しかし無がら股臼にかける運動負荷面の形成は本手術方式にかいても依然関
 節の運動と支持による機能的順応に・俟つものであって,.決して安定した性格のものは期待しが
 たレ㌔臨床的にしばしば観察された股臼の侵蝕現象はかかる原因に基づいた:必然的現象と推定さ
 れた。したがって本手術方式によって得られた股関節の機構は大腿爵号頭側において安定してい
 ても,股臼側にかいてはπおしばしば不安定であり,次第に破綻を招来する可能性を抱いている
 といわざるを得ず,これに対する新しい対策が考慮されねばならないと考愛られた。
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 審査結果の要旨
 著者は従来荷重関節に行われてきた関節形成術が十分な結果をもたらさなかった原因を本来不
 完全にしか形成されない新関筋運動負荷面に支持力を期待したためであるとし,これに代るべき
 新しい関節形成術は,再建された新関節端に関節軟骨に代る人工素材を固定接合させ,これを新
 しい運動負荷面として機能させる以外には発展を期待し得ないと想定した。そこで著者はメタア
 タリレート製固定人工骨頭帽を切除僕節端に装着固定した場合の効果を動物実験的に追求すると
 同時に同じ意図における股関節形成術症例17例の成績を調査して,この固定人工骨頭帽の新関'
 節の機能再生にもたらす意味と,なお多少これに伴なう欠陥について検討を試みたものである。
 この結果は果して骨畷眉を新関節端に固定しない場合においては両者間における可動性が台目
 的機能適応性の限慶をこえて骨質の消耗吸収を来たし関節機構が破綻するに対し、確実に固定化
 を維持した骨頭帽は均衡かつ生理的な応力の伝達を示し,骨頭帽は関節軟骨に代る新しい人工的
 負荷面として機能し得ることを立証した。
 なおまた,実醐勺対照例において,あるいは臨床的に時忙見られた人工骨頭帽固定化談構の喪失ば,
 骨頭の造形操作にもとづく骨の栄養障害によるものではなく,月頭媚と骨頭との葬遡合性が骨質
 におよぼ寸荷重応力の不均等化をもたらし,骨を消耗させる機械的の結果であることを支持すろ。
 骨頭帽の固定化が確立された場合には骨頭帳内骨質の血イ予性栄養の恢復は比較的短1期間内に見ら
 れることをも実験的に証明した。
 以上のことは1957年以来S皿ith-P9七ersonによる遊劉倉人工骨頭帽手術数干秘め好まし
 からざる結果による批判的解明であると同時に,今後行わるべき関節形成術に対する新しい臨屏ミ
 的重要性を示唆したものであると思われる。
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